
神奈川県の林業の現状は…
神奈川県の森林面積は39％にもなります。

木材が利用されないと、森林の手入れをす
る人も減っていき、山は荒れてしまいます。

木材を有効に活用することによって、伐っ
て、使って、植えて、育てるというサイクル
が復活し、森林の手入れが進むようになり
ます。

神奈川県の森林から生産された木材を使用した学習机を提供しています

光合成のしくみ
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伊勢原市、松田町で積極的に導入していただいています。
平塚市、茅ヶ崎市でも導入実績があります。

手入前

森林の手入が進むと・・・
森林の手入が進むと、木が成長し、土砂

崩れを防いだり、水源かんよう機能が高ま
るなど、森林のさまざまな機能が増します。

また、この机に使われている木材は、手
入の際に出てくる、混み過ぎた木を間引く
際に発生したものです。
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使っていただいた感想
「机の天板を見るまでは木の節などは残っ
ていると聞いていたので心配でしたが、使
用上まったく問題はありません。
節を含め、木目や色合いが机ひとつひとつ
で違っていることに愛着がわくようで、子ど
もたちに好評です」
※日々使ってもらうことにより、子どもたち

に木材のよさを伝えることができます。

手入後

天板として利用すること
により、長期にわたり炭素
を固定することができ、地
球温暖化の防止にもつな
がりますます。（天板1枚当
りの炭素固定量は、普通
自動車が約17km走行した
ときの二酸化炭素排出量
と同じになります）。



神奈川県森林組合連合会
〒259-1332
神奈川県秦野市菖蒲317番地
TEL  0463-88-6767（代表）
Email kanagawa@kenmoriren.jp

仕様

お問い合わせ先

フォトギャラリー

◆無垢材を張り合わせているので、メラミン化粧板の
ものと比べて、木目の美しさが活かされてます。

◆表面にペット樹脂加工施されていて、傷がつきにくく、
長い間使用していただけます。

寸法 Ｗ600～650×Ｄ400～450×Ｈ520～760
（2～6号） 新旧JIS規格対応

天板 Ｗ600～650×Ｄ400～450×Ｈ20
スギ（ヒノキ）の集成材をハギ加工したものを
両面ＰＥＴ樹脂加工しています。

パンフレットの背景が
天板のイメージです。

使用する木材は産地指定できます。
サンプルは無料で貸し出ししています。


